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●将来のあるべき姿の到達度を測定する指標（案）について
将来のあるべき姿の到達度を測定する指標として、「将来にむけて回復期への転換が必要な病床」を設定し、今後、地域医療構想の進捗状況をモニタリングする。　
病床機能報告の最終集計から、病床数の必要量における「回復期機能を担う病床数の確保」には、他の病床機能から約7％程度同機能への転換が必要と推計




[image: ]○病床機能報告（2017年度）と病床数の必要量（2025年）の比較










病床機能報告（地域急性期＋回復期）と病床数の必要量（回復期）の
割合の差　6.8%
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機能転換

【参考】将来に向けて回復期への転換が必要な病床
　9,321（2017年度報告病床数総計）×6.8％
＝約630床








【参考】病床の介護施設への転換が「病床数の必要量」に及ぼす影響
〇2017年度病床機能報告における介護療養病床（131床）が介護医療院等へ転換した場合の病床機能報告（2017年度）と病床数の必要量（2025年）の割合の比較は下記のとおり。
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【参考】
病床機能報告（地域急性期＋回復期）と病床数の必要量（回復期）の割合の差
6.5%




【参考】病床機能報告（2017年度暫定集計）と病床数の必要量の比較●病床機能報告と病床数の必要量の比較
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①病床機能報告

サブアキュート・ポストアキュート・
リハビリ機能の現状と将来の予測

	地域急性期＋回復期
	18.9%


割合の差
7.1%

②病床数の必要量（2025年）

	回復期
	26.0%
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【参考】病床数の必要量

（2017年

度報告病床数に対する病床数）

2025 934 2,947 2,423 3,017 9,321

【参考】病床数の必要量（2013年の需

要をベースとした病床数）

2025 991 3,128 2,571 3,202 9,892

休棟等 合計

【備考】

未報告等

病床機能報告
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【参考】病床数の必要量

（2017年

度報告病床数に対する病床数）

2025 921 2,906 2,389 2,975 9,190

休棟等 合計

【備考】

未報告等

区分 年度

3,372 3,932

高度急性期

　　　　　　　急性期

回復期 慢性期

221 9,190 12

2,547 1,788

病床機能報告

（割合）

2017 7.6%

病床機能報告

（病床数）

2017 702



42.8% 2.4% 100.0%



27.7% 19.5%

↑2.4%

↑3.9%

↓10.4%


image4.emf
区分 年度 高度急性期 急性期 (重症)急性期 急性期（不明） 地域急性期 回復期 慢性期 休棟等 未報告等 合計

病床数の必要量 2013 861 2,529 1,959 3,947 9,296

病床機能報告 2014 804 3,449 971 3,793 67 472 9,556

病床機能報告 2015 652 3,625 742 3,952 54 528 9,553

病床機能報告 2016 679 3,560 845 4,003 123 256 9,466

病床機能報告 2017 702 2,547 0 780 963 4,018 221 102 9,333

病床数の必要量 2025 991 3,128 2,571 3,202 9,892

合計 3,327
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区分 年度 高度急性期 急性期 (重症)急性期 急性期（不明） 地域急性期 回復期 慢性期 休棟等 未報告等

病床機能報告 2017 7.6% 27.6% 0.0%

8.4% 10.4%

43.5% 2.4% ―

病床数の必要量 2025 10.0% 31.6%

26.0%

32.4%


